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●日華平和条約調印書
　（冒頭部分と署名部分）

●吉田茂とジョン・フォスター・ダレス

日華平和条約
本体
価格  7,000円+税

●A5判　上製　カバー
●口絵1+本文627+索引40頁
ISBN 978-4-86445-129-1

本書の特徴

●日華平和条約締結交渉および同条約に
関連した実務協定交渉の関係文書を採録
●原文を忠実に活字化し、文書番号や件
名を付して項目ごと日付順に配列
●巻末に収録文書の日付索引を掲載
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井上正也
（成蹊大学法学部教授）

　日華平和条約は、第二次世界大戦後、台湾海峡を隔てて
「二つの中国」が対峙するなかで、台湾の中華民国政府と
の間で締結された「平和条約」である。それは戦後日中関
係に決定的な影響を及ぼしたのみならず、結ばれた条約の
性質をめぐって、今日でも外交史や国際法研究では議論が
続いている。今回刊行された『日本外交文書　日華平和条
約』は、中国問題をめぐるダレス宛吉田書簡の発出から、
賠償や条約の適用範囲をめぐる様々な争点、さらに通商や
漁業といった実務協定交渉に至るまでの重要文書を網羅し
ている。戦後日本の対中政策の原点ともいえる条約交渉を
理解するための貴重な史料集である。

波多野澄雄
（筑波大学名誉教授、『日本外交文書』編纂委員長）

　外務省は1936年（昭和11）年から、所蔵記録をもとにし
た『日本外交文書』の編纂・刊行を今日まで続け、近年は
戦後外交記録の編纂・刊行を加速させている。未曾有の敗
戦と占領を経験した日本外交は、独立回復のための対日平
和条約の締結とともに中国（中華民国）との国交正常化を
めざした。しかし、中国は一つではなく、1949年に大陸で
成立した中華人民共和国が立ちふさがり、吉田書簡にはじ
まる交渉は容易ではなく、外務省は様々な工夫を凝らしな
がら中華民国との国交正常化や実務協定の締結にこぎつけ
る。今回の『日華平和条約』は、その苦闘の歴史をたどる。

株式会社 〒101-0052　東京都千代田区神田神保町2-2-22
TEL.03-5213-6161  FAX.03-5213-6160　 E-mail  info@book61.co.jp

日本外交文書をたくさんの方にご利用いただけるように2011年刊行の「日中戦争」
から小社にて市販分を増刷し、お近くの書店でご購入いただけるようになりました。

それ以前に刊行されたものをお探しの方は下記の小社連絡先に直接
お問い合わせください。

日中戦争 全4冊

定価35,000円+税　※分売不可
●A5判　上製　カバー　輸送箱入
●約3300頁（4冊合計）
ISBN 978‒4‒86445‒000‒3（全4冊セット）
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第二次欧州大戦と日本　第一冊

日独伊三国同盟・日ソ中立条約
定価7,000円+税
●A5判　上製　カバー
●本文666頁＋索引35頁
ISBN 978-4-86445-016-4

第二次欧州大戦と日本　第二冊　上・下

大戦の諸相と対南方施策
定価各7,000円+税
●A5判　上製　カバー
●上巻674頁/下巻593頁+索引95頁
ISBN 上巻 978-4-86445-032-4
	 下巻 978-4-86445-033-1

占領期
第一巻　占領政策への対応
第二巻　外交権の停止・
	 日本国憲法の制定・
	 中間賠償・他
第三巻　邦人の引揚げ問題
定価各7,000円+税
●A5判　上製　カバー
●第一巻 922頁　第二巻 659頁　第三巻 779頁+索引91頁
ISBN 第一巻 978-4-86445-085-0　第二巻 978-4-86445-086-7
　　　第三巻 978-4-86445-101-7

占領期 関係調書集（品切れ）

定価各7,000円+税
●A5判　上製　カバー　●579頁
ISBN 978-4-86445-115-4

昭和期Ⅲ
第一巻　昭和十二─十六年　外交政策・外交関係
第二巻　昭和十二─十六年　欧州政情・通商問題
第三巻　昭和十二─十六年　移民問題・雑件
関係調書集（品切れ）
定価各7,000円+税
●A5判　上製　カバー　●第一巻 694頁　第二巻 666頁
　第三巻 本文510頁+索引150頁　関係調書集 658頁
ISBN 第一巻 978-4-86445-047-8　第二巻 978-4-86445-048-5
	 第三巻 978-4-86445-055-3　関係調書集 978-4-86445-078-2

国際連合への加盟
定価各7,000円+税
●A5判　上製　カバー　●614頁＋索引52頁
ISBN 978-4-86445-117-8
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